
　6 月 24 日から 27 日までの 4 日間、田沢
湖芸術文化協会写真部（難波和夫会長）が JR
田沢湖駅内の田沢湖観光情報センター「フォ
レイク」で写真展示会を開催、地元の方々や
観光客が訪れ、市内の自然などをとらえた写
真を熱心に見る姿が見られました。
　新型コロナウイルス感染症の影響により３
年ぶりの開催となった展示会には、友情の滝
で撮影したホタルや秋田駒ヶ岳からとらえた
雲海、たつこ像など会員 14 人が撮影した作
品 31 点が展示されました。
　難波会長は「3 年ぶりの開催で不安な部分
もあったが、会員の意欲もあり展示する写真
が揃った。開催してよかった」と話しました。

写真展示会を開催
田沢湖芸術文化協会「写真部」

　
こ
の
度
、
一
般
社
団
法
人
田
沢
湖
・
角
館
観
光
協
会
が
一
般
社
団

法
人
東
北
観
光
推
進
機
構
が
主
催
す
る
「
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
ア
ワ
ー
ド

２
０
２
１
」
を
受
賞
、
６
月
20
日
に
同
協
会
の
安
藤
大
輔
会
長
ら
が
市

役
所
田
沢
湖
庁
舎
を
訪
れ
、
田
口
市
長
に
受
賞
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
「
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
ア
ワ
ー
ド
」
は
、
東
北
６
県
と
新
潟
県
に
お
い
て
、

観
光
振
興
を
通
じ
た
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
し
、
そ
の
功
績
が
顕
著

で
あ
っ
た
団
体
と
個
人
を
表
彰
す
る
も
の
で
、
今
回
が
２
回
目
と
な
り

ま
す
。
応
募
の
あ
っ
た
10
の
団
体
・
個
人
の
中
か
ら
同
協
会
を
含
む
３

団
体
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
同
協
会
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
ア
ウ
ト
ド
ア
ニ
ー
ズ
に
注
目
し
、
田

沢
湖
を
中
心
と
し
た
新
ス
タ
イ
ル
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
造
成
や
ナ
イ
ト

タ
イ
ム
の
過
ご
し
た
方
の
提
案
、
た
ざ
わ
湖
ス
キ
ー
場
と
連
携
し
た
受

入
態
勢
の
整
備
な
ど
が
評
価
さ
れ
、
今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

市内の風景や風俗をとらえた渾身の 1 枚が展示されました。

一
般
社
団
法
人
田
沢
湖
・
角
館
観
光
協
会
が

「
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
ア
ワ
ー
ド
２
０
２
１
」
を
受
賞

観
光
振
興
を
通
じ
た
地
域
の
活
性
化
に
寄
与

受
賞
の
報
告
に
訪
れ
た
安
藤
大
輔
会
長
（
左
）

と
桑
島
功
専
務
理
事
（
右
）。

　仙北市は令和 2 年 5 月 25 日から
交通死亡事故ゼロを継続し、令和 4
年5月24日に730日を達成しました。
　6 月 29 日、市役所田沢湖庁舎で
秋田県知事の表彰状と秋田県警察本
部長の顕彰状の伝達式が行われ、齋
藤正和仙北地域振興局長と太田誠仙
北警察署長から田口市長にそれぞれ
授与されました。

仙北市が 730 日を達成交通死亡事故ゼロ

　田口市長は「730 日達成は市民
の皆さんや市内の交通安全に関わる
方々の意識の結果であり、大変嬉し
く思う。仙北市は観光地なので県外
からの観光客も含めてこれからも継
続して死亡事故ゼロの日数を重ねて
いきたい。また、これを契機により
一層交通安全の意識を高めて取り組
んでいきたい」と話しました。

左から齋藤正和仙北地域振興局長、高橋危機管理監、
田口市長、太田誠仙北警察署長。

　

６
月
21
日
～
23
日
、
千
葉

県
千
葉
市
の
幕
張
メ
ッ
セ
で

Japan D
rone 2022

が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
今
回
で
７
回
目

と
な
る
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
国
内

最
大
級
の
ド
ロ
ー
ン
展
示
会
で
、

ド
ロ
ー
ン
の
最
新
機
種
が
一
堂

に
展
示
さ
れ
て
お
り
、
１
８
７

社
・
団
体
が
出
展
し
、
３
日
間

で
１
万
７
０
２
１
人
が
訪
れ
ま

し
た
。

　
仙
北
市
は
、
こ
れ
ま
で
の
ド

ロ
ー
ン
へ
の
取
り
組
み
が
評
価

さ
れ
、
同
イ
ベ
ン
ト
内
の
自
治

体
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
招
待
さ
れ
、

オ
ン
ラ
イ
ン
登
壇
や
ブ
ー
ス
出

展
で
の
Ｐ
Ｒ
の
機
会
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
一
般
社
団

法
人
日
本
Ｕ
Ａ
Ｓ
産
業
振
興
協

Japan Drone 2022 に
参加しました！

幕張メッセで開催された
国内最大級のドローン専門展示会

議
会
理
事
長
で
あ
る
東
京
大
学

名
誉
教
授
の
鈴
木
真
二
氏
の
進

行
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
内
閣
官

房
小
型
無
人
機
等
対
策
推
進
室 

参
事
官
の
小
熊
弘
明
氏
の
あ
い

さ
つ
の
後
、
仙
北
市
の
ド
ロ
ー

ン
に
よ
る
ス
マ
ー
ト
農
業
や
農

産
物
運
搬
の
実
証
実
験
な
ど
の

取
り
組
み
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
仙
北
市
以
外
の
自
治
体
で
は
、

埼
玉
県
秩
父
市
、
愛
知
県
豊
川

市
、
兵
庫
県
神
戸
市
、
長
崎
県

五
島
市
が
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加

し
て
い
ま
し
た
。
各
自
治
体
の

発
表
に
加
え
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
実
証
実
験

を
通
し
て
の
ド
ロ
ー
ン
に
対
す

る
意
識
の
変
化
や
実
用
化
に
向

け
た
課
題
に
つ
い
て
意
見
交
換

を
し
ま
し
た
。

パネルディスカッションの様子。

　6 月 26 日、田沢湖クレー射撃場で令和 4 年度第 2 回角館猟友会
クレー射撃大会が開催され、出場した 15 人が射撃の腕を競いました。

右
か
ら
角
館
猟
友
会
の
鈴
木
治
さ

ん
、
菅
原
清
一
さ
ん
、
相
馬
正
男

さ
ん
、
笹
渕
誠
会
長
。

令和 4 年度  第 2 回角館猟友会クレー射撃大会射撃の腕を競う

 結果  （敬称略）

優　勝　菅原清一（西長野）　21 点
準優勝　相馬正男（白岩）　20 点
第 3 位　鈴木治（下延）　20 点
第 4 位　笹渕誠（表町）　20 点

　６月 26 日、角館庁舎で角館ミニ劇場が開催され、飾山囃子葵会
と田口民謡会によるお囃子と手踊りが披露されました。
　コロナ禍で人前での披露はおよそ２年半ぶりとなったこの日は、
寄せ囃子から始まり拳囃子や荷方囃子などを披露、角館庁舎はお祭
りの雰囲気に包まれました。
　全 14 曲を終えるとアンコールの拍手が上がり、さらに１曲披露
しました。
　葵会の小松春治代表に演奏前にお話をうかがうと「コロナでお
祭りが 2 年中止になりお囃子も聞く機会がなかった。そんな中で、
まちを明るくし、元気を取り戻してほしいという思いから今回の開
催に至った。市民の皆さんに喜んでもらえるように一生懸命演奏し
たい」と話しました。

角館
ミニ劇場 飾山囃子葵会と

田口民謡会が華麗に披露

お囃子と手踊りで観客を魅了
華
麗
な
手
踊
り
を
披
露
し
ま
し
た
。

力
強
い
演
奏
に
訪
れ
た
方
々
は
聴
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

佐
藤
建
設
株
式
会
社
で

建
設
機
械
の
見
学
会

地
域
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て

　
６
月
24
日
、
佐
藤
建
設
㈱
の
敷
地
内
で
建
設
機

械
の
見
学
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
地
域
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
行
わ

れ
た
も
の
で
、
見
学
会
と
し
て
は
昨
年
に
続
き
２

回
目
の
開
催
と
な
り
ま
す
。
以
前
は
、
地
域
貢
献

活
動
と
し
て
学
校
周
辺
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
清
掃

や
環
境
整
備
を
実
施
し
て
い
た
も
の
の
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
課
外
活
動
が
で

き
ず
、
ど
こ
に
も
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
と
す
る

だ
し
の
こ
園
の
話
を
聞
い
た
同
社
が
、
地
域
貢
献

活
動
の
一
環
と
し
て
始
め
た
も
の
で
す
。

　
当
日
は
、
あ
い
に
く
雨
が
降
っ
た
り
や
ん
だ
り

す
る
天
気
と
な
り
ま
し
た
が
、
園
児
は
作
業
員

の
方
に
手
伝
っ
て
も
ら
っ
て
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ

り
、
大
き
な
建
設
機
械
に
乗
車
し
て
体
験
し
て
い

ま
し
た
。

　

こ
の
見
学
会

は
、
趣
旨
に
賛
同

す
る
協
賛
事
業
所

の
協
力
を
い
た
だ

き
、
き
れ
い
な
建

設
機
械
が
準
備

さ
れ
、
園
児
た
ち

は
記
念
撮
影
を
し

て
最
後
に
お
土
産

を
も
ら
っ
て
笑
顔

で
帰
っ
て
い
ま
し

た
。

様
々
な
建
設
機
械
に
子
ど
も
た
ち
も

大
興
奮
で
し
た
。

旬な情報仙北市の「今」をおとどけ チャンネル
－地域のわだい－

　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－
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姉妹湖締結先の高雄市はどういうところ？

　コロナ禍によりここ数年難しくなった海外渡航、やっと最
近は国境の開放について明るい兆しが見えてきました。私が
所属している交流デザイン課は昨年度に引き続き、仙北市内
全中学校、角館高校、大曲支援学校せんぼく校が台湾の学校
とのオンライン交流を計画、さらに今年度は新たに白岩小学
校でも実施しました。青少年国際交流の輪が少しずつ広がっ
ているように感じます。来年度以降には生徒たちが実際に現
地に渡り、海外の風を感じられたらと期待しております。

　さて、今年は田沢湖と台湾高雄市にある「澄清湖」の姉妹
湖締結35周年という記念すべき年であり、また田沢湖マラ
ソンと高雄マラソンが 2019年に相互交流に対し合意を象
徴する MOU（基本合意書）を交わしました。そこで今回は
仙北市ととても縁がある高雄市と澄清湖をご紹介します。
　高雄市は台湾南部に位置し、新北市・台中市に次ぐ台湾
第三の都市であり、人口は約272万人。台湾で一番大きい
港「高雄港」を有し、古くから海外との貿易が盛んで港町と
して栄えています。北緯23°に位置している高雄市の気候
は、月平均気温で一番暑い 7月は 29.4℃、一番寒い 1月は
19.7℃で、暖かい気候が通年続いており、その気候からか
高雄市民の性格も温かくて親切なことで評判です。

　高雄市で一番大きい湖である澄清湖は台湾西湖とも呼ば
れ、普段から市民の憩いの場として活気にあふれています。
1987年に田沢湖と姉妹湖締結し、お互いの地区を訪問する
など交互交流を行うほか、田沢湖写真展を数回開催してく
ださり、田沢湖の魅力を高雄市民にも伝えてくれています。
そして、今年10月・11月頃には仙北市でも、姉妹湖締結
35周年を記念した台湾関連イベントを開催する予定です。
情報が決まり次第仙北市広報および仙北市ホームページに
掲載しますので、ぜひお見逃しなく！皆さんのご参加を待っ
てらすな～！

　最後に澄清湖に行ってみたい方に朗報です。日本の新幹
線技術を輸入した台湾高速鉄道は、約342 キロ離れた台北
と高雄間の交通時間を１時間34分まで短縮しました。台北
へ旅行する機会があれば、ぜひ日帰りでもお泊まりでも高
雄まで足を運び澄清湖に遊びに行ってみてください！
　詳しい高雄の観光情報は高雄観光局の日本語
版公式ホームページ（https://khh.travel/ja）、
または二次元コードからご覧ください！

第第1515回回

　7月に入り 2022年の折り返し地点に立っている
ことに気づき、歳月が流れる速さにびっくりしてい
ます。
　どうも台湾出身仙北市国際交流員の黄敏（ファン
ミン）です。

台湾南部に位置する高雄市の夜景台湾南部に位置する高雄市の夜景

高雄の紹介高雄の紹介

姉妹湖締結をしている澄清湖姉妹湖締結をしている澄清湖

澄清湖園内のきれいな風景澄清湖園内のきれいな風景

田沢湖マラソンと相互交流の高雄マラソン田沢湖マラソンと相互交流の高雄マラソン

　
皆
さ
ん
お
久
し
ぶ
り
で
す
。

　

地
元
紙
や
テ
レ
ビ
に
取
り
上
げ
ら
れ

た
の
で
、
す
で
に
ご
存
じ
の
方
も
多
い
か

と
思
い
ま
す
が
、
今
年
の
５
月
か
ら
角
館

で
茅
葺
き
の
曲
が
り
家
「
西
の
家
」
と

い
う
古
民
家
宿
を
事
業
承
継
し
ま
し
た
。

元
々
宿
泊
業
を
な
さ
っ
て
い
た
ご
夫
婦

か
ら
事
業
を
引
き
継
い
だ
形
で
す
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
退
任
後
の
定

住
に
向
け
、
現
在
は
副
業
と
い
う
位
置
づ

け
で
週
末
と
祝
日
の
み
営
業
し
て
い
ま

す
。

　

移
住
者
だ
か
ら
こ
そ
伝
え
ら
れ
る
秋

田
の
よ
さ
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
た
ら
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。
私
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
い

つ
も
皆
さ
ん
が
後
押
し
し
て
く
れ
て
本

当
に
あ
り
が
た
い
限
り
で
す
。

　
さ
て
、
今
回
は
私
が
茅
葺
き
屋
根
に
心

酔
し
て
い
る
ワ
ケ
を
お
伝
え
し
ま
す
。
主

に
二
つ
あ
り
ま
す
。

　
一
つ
目
は
、
古
民
家
の
建
物
自
体
が
先

人
た
ち
の
知
恵
で
溢
れ
て
い
る
点
で
す
。

屋
根
の
材
料
と
な
る
ス
ス
キ
や
ヨ
シ
は

１
本
で
は
と
て
も
心
許
な
い
で
す
が
、
束

ね
て
定
期
的
に
葺
き
替
え
れ
ば
、
む
し
ろ

現
代
の
建
物
よ
り
も
は
る
か
に
長
く
住

め
る
素
晴
ら
し
い
素
材
で
す
。
ま
た
、
茅

葺
き
屋
根
は
世
界
で
唯
一
製
造
段
階
で

二
酸
化
炭
素
を
排
出
し
ま
せ
ん
。
む
し
ろ

植
物
の
成
長
段
階
で
二
酸
化
炭
素
を
吸

収
し
て
く
れ
ま
す
。
廃
材
と
な
っ
て
も
無

害
で
土
に
還
り
ま
す
。
昔
か
ら
あ
る
建
築

技
術
が
エ
コ
の
最
先
端
を
走
っ
て
い
る

の
で
す
。

　
二
つ
目
は
、
茅
葺
き
屋
根
が
「
相
互
扶

助
」
の
精
神
で
成
り
立
つ
点
で
す
。
集
落

一
帯
が
茅
葺
き
屋
根
だ
っ
た
頃
は
毎
年

全
戸
で
材
料
を
刈
り
取
り
、
集
落
が
一
つ

の
チ
ー
ム
と
し
て
毎
年
割
り
当
て
ら
れ

た
家
の
葺
き
替
え
を
手
伝
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
こ
に
は
「
結
」
の
文
化
が
自
然

と
生
ま
れ
、
地
域
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
大
事
な
役
割
を
果

た
し
て
い
ま
し
た
。
私
は
こ
の
茅
葺
き
屋

根
独
特
の
文
化
を
現
代
版
で
復
活
さ
せ

た
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。「
私
」
が
茅

葺
き
屋
根
を
守
る
の
で
は
な
く
、「
共
同

体
」
で
継
承
し
、
皆
が
楽
し
み
を
共
有
す

る
場
所
を
作
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　
そ
ん
な
思
い
か
ら
、
６
月
に
は
、
様
々

な
方
と
一
緒
に
コ
ラ
ボ
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
ま
し
た
。
台
湾
の
友
人
た
ち
と
は

台
湾
料
理
の
体
験
イ
ベ
ン
ト
、
国
際
教

養
大
学
の
後
輩
た
ち
と
は
地
域
の
子
ど

も
た
ち
に
向
け
た
留
学
体
験
談
報
告
会
、

角
館
の
酒
屋
さ
ん
と
は
利
き
ワ
イ
ン
の

イ
ベ
ン
ト
、
由
利
本
荘
市
の
沖
縄
カ
フ
ェ

と
は
沖
縄
料
理
の
体
験
イ
ベ
ン
ト
を
そ

れ
ぞ
れ
開
催
し
ま
し
た
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
と
も
色
々
コ
ラ
ボ
し
て
、

盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
で
す
。
た
く
さ
ん

の
お
声
が
け
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

仙北市仙北市地域おこし
地域おこし協力隊コラム

協力隊コラム

東 風 平 蒔 人

茅葺き屋根の古民家宿を
始めました

茅
葺
き
の
曲
が
り
家 

西
の
家

お
め
で
と
う

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

ご
ざ
い
ま
す

　

６
月
30
日
、
畠
澤
タ
ケ
さ
ん

（
西
木

町
西
明
寺
）
が
１
０
０
歳
の
誕
生
日
を

迎
え
ら
れ
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
か

く
の
だ
て
桜
苑
で
お
祝
い
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
家
族
の
皆
さ
ん
が
集
ま
り
、

仙
北
市
か
ら
お
祝
い
と
花
束
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

百
寿

大
澤
市
民
福
祉
部
長
（
左
）
か
ら
タ
ケ
さ

ん
（
中
央
）
に
お
祝
い
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

旬な情報仙北市の「今」をおとどけ チャンネル
－地域のわだい－
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